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生
活
者
本
位
の
視
点
で
編
成

5
0
周
年
記
念
事
業
・
宇
治
市
2
0
0
0
年
紀
事
業
も
実
施

　
宇
治
市
議
会
三
月
定
例
会
は
二
月
二
十
四
日
に

開
会
。
三
月
二
十
九
日
ま
で
の
三
十
五
日
間
の
会

期
で
審
議
を
し
て
い
ま
す
。
初
日
に
は
、
久
保
田

市
長
が
施
政
方
針
を
表
明
し
、
十
二
年
度
当
初
予

算
案
な
ど
六
十
一
議
案
を
提
案
し
ま
し
た
。
今
回

は
来
年
度
の
予
算
編
成
や
施
政
方
針
と
事
業
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
二
月
二
十
四
日
に
開
会
し
た

三
月
定
例
会
で
、
久
保
田
市
長

は
平
成
十
二
年
度
の
施
政
方
針

を
表
明
。
基
本
姿
勢
と
基
本
政

策
を
述
べ
る
と
と
も
に
新
年
度

予
算
案
の
概
要
を
説
明
し
ま
し

た
。
　
十
二
年
度
当
初
予
算
は
、
特

別
会
計
、
企
業
会
計
を
含
む
予

算
総
額
は
前
年
度
比
二
・
九
％

増
の
九
百
四
十
六
億
九
千
七
百

二
十
四
万
二
千
円
。
そ
の
う
ち

一
般
会
計
は
五
百
二
十
四
億
円

で
前
年
度
よ
り
〇
・
六
％
減
と

▲JR宇治駅完成予想図

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
超
緊
縮

型
の
予
算
と
言
え
ま
す
。

予
算
編
成
の
考
え
方

　
わ
が
国
の
経
済
は
、
各
種
の

政
策
効
果
や
ア
ジ
ア
経
済
の
回

復
な
ど
の
影
響
で
、
緩
や
か
な

改
善
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
民
間
需
要
に
支
え
ら
れ
た

自
立
的
回
復
に
は
至
っ
て
い
な

い
と
の
見
方
が
大
勢
を
占
め
て

い
ま
す
。

　
十
二
年
度
予
筧
編
成
に
あ
た
っ

て
本
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
経

済
・
財
政
環
境
を
踏
ま
え
、
健

全
財
政
と
行
財
政
改
革
の
推
進

と
い
う
観
点
か
ら
、
経
費
全
般

に
っ
い
て
徹
底
し
た
節
減
合
理

化
を
進
め
ま
し
た
。
来
年
度
は
、

こ
れ
ま
で
推
進
し
て
き
た
都
市

基
盤
整
備
や
教
育
環
境
整
備
を

は
じ
め
、
市
民
生
活
に
直
結
し

た
身
近
な
生
活
周
辺
の
整
備
促

進
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

施
策
に
加
え
て
、
中
小
企
業
者

へ
の
景
気
対
策
、
少
子
・
高
齢

社
会
に
向
け
た
地
域
福
祉
施
策

の
充
実
や
介
護
保
険
制
度
の
円

滑
な
導
入
、
地
球
環
境
問
題
や

二
十
一
世
紀
に
向
け
た
情
報
技

術
の
振
興
な
ど
、
新
た
な
課
題

に
っ
い
て
も
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
簡
素
で
効
率
的
な
財
政

運
営
の
確
立
、
市
民
本
位
で
分

か
り
や
す
く
透
明
性
の
高
い
行

財
政
シ
ス
テ
ム
を
築
く
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

　
歳
入
で
は
、
四
八
・
七
％
を

占
め
る
市
税
収
入
を
前
年
度
比

五
・
六
％
減
の
二
百
五
十
五
億

三
千
百
六
十
八
万
五
千
円
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。
十
一
年
度
か

ら
の
恒
久
的
な
減
税
等
の
影
響

に
よ
り
、
厳
し
い
税
収
環
境
と

な
り
ま
す
が
、
地
方
交
付
税
や

地
方
特
例
交
付
金
、
。
減
税
補
て

ん
債
等
の
ほ
か
、
交
付
税
算
入

の
あ
る
良
質
の
地
方
債
、
財
政

調
整
基
金
な
ど
の
蓄
積
財
源
を

効
果
的
に
活
用
し
ま
す
。

　
一
方
、
歳
出
で
は
、
平
成
十

三
年
三
月
一
日
に
市
制
施
行
五

十
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
記

念
事
業
を
推
進
。
ま
た
、
二
十

世
紀
最
後
の
年
と
あ
っ
て
、
宇

治
市
二
〇
〇
〇
年
紀
（
ミ
レ
ニ

ア
ム
）
事
業
も
重
点
的
に
推
進

し
ま
す
。
ミ
レ
ニ
ア
ム
事
業
と

し
て
、
那
覇
市
と
の
友
好
交
流

や
二
干
円
札
発
行
記
念
セ
ー
ル

支
援
、
情
報
技
術
基
盤
振
興
事

業
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
［
地
理
情
報
シ
ス

テ
ム
］
／
Ｇ
Ｐ
Ｓ
［
汎
地
球
測

位
シ
ス
テ
ム
］
関
係
の
利
用
技

術
研
究
実
験
）
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
改
築
、

宇
治
・
新
田
間
新
駅
設
置
、
奈

良
線
複
線
化
の
Ｊ
Ｒ
三
事
業
や

京
都
市
高
速
鉄
道
東
西
線
延
伸
、

Ｊ
Ｒ
六
地
蔵
駅
前
交
通
広
場
整

備
の
地
下
鉄
二
事
業
、
黄
築
山

手
線
・
宇
治
横
１
　
線
・
新
宇
治

淀
線
な
ど
の
道
路
整
備
に
も
重

点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
主
だ
っ
た
事
業
と

し
て
、
少
子
・
高
齢
化
対
策
で

は
、
保
育
所
入
所
待
機
者
対
策
、

木
幡
保
育
所
建
替
、
介
護
保
険

対
象
外
の
高
齢
者
支
援
、
痴
呆

怯
局
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

建
設
補
助
か
お
り
、
教
育
環
境

整
備
で
は
、
学
校
施
設
整
備
十

か
年
計
画
の
継
続
実
施
や
西
宇

治
中
学
校
の
武
道
場
建
設
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
景
気
対
策
で
は
、

宇
治
市
中
小
企
業
低
利
融
資
制

度
の
融
資
限
度
額
を
引
き
上
げ

る
ほ
か
京
都
府
の
融
資
制
度
へ

の
保
証
料
・
利
子
補
給
の
継
続

と
補
給
対
象
を
拡
大
し
ま
す
。

環
境
対
策
で
は
、
I
S
0
1
4

0
0
0
シ
リ
ー
ズ
認
証
取
得
調

査
や
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
実
行

計
画
の
策
定
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
市
の
独
自
事
業
と
し
て

引
き
続
き
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調

査
を
実
施
す
る
な
ど
、
き
め
細

か
な
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

予
算
特
別
委
で
集
中
審
議

　
市
議
会
で
は
各
予
算
案
を
審

議
す
る
た
め
、
二
月
二
十
八
日

向
に
予
算
特
別
委
員
会
（
十
七

人
）
を
設
置
。
同
委
員
会
は
三

月
九
日
困
か
ら
二
十
三
日
俐
ま

で
の
日
程
で
集
中
的
に
審
議
を

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
会
議
で
は
予
算
案

の
ほ
か
条
例
の
制
定
や
一
部
改

正
な
ど
を
審
議
す
る
予
定
で
す
。

２
・
５
面
に
施
政
方
針
と
予
算
の
概
要
を
掲
載

　JR黄檗駅東側

第２駐輪場オープ

ン

　
四
月
一
日
出
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
黄

薬
駅
東
側
に
市
営
自
転
車
等
駐

車
場
（
駐
輪
場
）
が
オ
ー
プ
ン

駐車料金表表１

し
ま
す
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
次

の
と
お
り
定
期
券
の
前
売
り
を

し
ま
す
。

▼
と
き
…
３
月
3
0
日
俐
・
3
1
日

脂
、
午
後
３
時
～
９
時

▼
販
売
場
所
…
Ｊ
Ｒ
黄
薬
駅
東

側
駐
輪
場
内

▼
開
設
期
間
：
ｉ
月
４
日
～
1
2

月
3
1
日
の
午
前
６
時
～
午
後
1
1

時
1
5
分
。

▼
駐
車
料
金
：
左
表
の
と
お
り
。

※
な
お
、
窓
口
の
混
雑
を
避
け

る
た
め
、
3
0
日
㈲
は
駐
車
料
金

と
引
き
換
え
に
予
約
証
（
兼
領

収
書
）
だ
け
を
交
付
し
ま
す
の

種類別
一時利用

１日１回

定期利用

月数 1･2階 ３　階

自転車
150円

１か月 2,200円 1,500円

３か月 5,900円 4,100円

６か月 11,200円 7,800円

回数券1,600円（150円券11枚つづり）

バイク

126cc以下

200円

１か月 3,000円

ノ３か月 8,100円

６か月 15,300円

回数券2,000円(200円券11枚つづり)

※バイクはすべて１階です

表2減免後の駐車料金表

で
、
3
1
日
面
の
午
後
３
時
～
９

時
に
、
予
約
証
を
ご
持
参
の
う

え
、
定
期
券
と
の
引
き
換
え
を

同
駐
輪
場
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

定
期
券
前
売
り
期
間
中
は
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
釣

り
の
い
ら
な
い
よ
う
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　
自
動
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
駐
輪
場

付
近
で
の
交
通
安
全
等
に
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
回
交
通
対
策
課
（
萱
内
線
2

2
5
9
）
か
宇
治
市
駐
輪
場
公

社
（
容
内
線
3
0
4
0
）
。

対象者 車種
減免後の定鮒用料金

月数 1･2階３階
牡

義務教育就学中の人,高校･

高等専門学校･大学･専修学

校･各種学校に在料の人

自転車

１か月 扉 1,300

３か月 5,400 3,600

６か月 10,200 6,600

刻

6繊以上の人

障諸

鮪鰭者また雌舒鮮

の鮒を受けた人

自転車

１か月 2,000 1,300

３か月 5,400 3,500

６か月 10,200 6,600

ﾊﾞｲｸ

１か月 2,700×
3か月 7,200

６か月 13,700

減免の申し込みには学生証や年齢の分かる

もの、身体障害者手帳などが必要です。

広
げ
よ
う
地
域
の
”
わ
”
、
高
め
よ
う
文
化
の
”
わ
”

善
法
文
化
祭

　
三
月
十
九
日
向
に
第
二
十
六

回
善
法
文
化
祭
が
善
法
隣
保
館

で
開
か
れ
ま
す
。

　
　
「
広
げ
よ
う
地
域
の
に
ご

高
め
よ
う
文
化
の
ｙ
Ｐ
」
を

テ
ー
マ
に
、
地
域
活
動
の
成
果

な
ど
の
展
示
、
保
育
所
保
護
者

の
太
鼓
や
手
話
の
歌
、
喜
老
会

の
コ
ー
ラ
ス
、
子
ど
も
歌
合
戦
、

プ
リ
ク
ラ
作
成
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
、
模
擬
店
な
ど
多
彩
な
催
し

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
文
化
祭

前
夜
の
十
八
日
出
に
は
善
法
集

会
所
で
、
京
都
市
立
山
科
図
書

館
長
・
井
本
武
美
先
生
に
よ
る

「
伝
承
文
化
」
に
つ
い
て
の
記

念
講
演
会
が
あ
り
ま
す
。

　
同
和
問
題
の
解
決
は
市
民
一

人
ひ
と
り
の
課
題
で
す
。
差
別

を
無
く
し
、
お
互
い
の
人
権
を

大
切
に
す
る
明
る
い
社
会
を
作

テレビ広報　手話通訳あり

さわやか宇治

　お茶の里宇治を歩く

～宇治茶散策マップ完成心
る
た
め
に
、
同
和
問
題
を
学
習

し
、
理
解
す
る
場
と
し
て
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
…
３
月
1
9
日
向
、
午
前

1
0
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ
…
善
法
隣
保
館

▼
問
い
合
わ
せ
・
：
同
館
（
容
2
3
・

3
2
3
7
）
○

３月25日出

午後５時半から

　　　　15分間

KBS京都UHF34ch

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
古
紙
配
合
率
1
0
0
％
の
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

1177

予算
総額
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1
2
年
度
施
政
方
針
の
あ
ら
ま
し

安
全
・
快
適
で
安
ら
ぎ
の
あ
る
街
づ
く
り
を

　
久
保
田
市
長
は
、
二
月
二
十
四
日
の
市
議
会

三
月
定
例
会
で
、
市
政
運
営
に
対
す
る
基
本
的

な
考
え
方
で
あ
る
施
政
方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
平
成
八
年
十
二
月
に
市
長
に

就
任
し
て
以
来
三
年
余
り
、
私

は
ふ
る
さ
と
宇
治
に
対
す
る
熱

い
思
い
を
胸
に
「
市
民
が
主
役

の
街
づ
く
り
、
地
域
が
主
役
の

夢
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め
、

三
つ
の
基
本
姿
勢
と
五
つ
の
基

本
政
策
に
基
づ
き
、
諸
課
題
の

解
決
に
向
け
て
、
全
力
を
注
い

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
平
成
十
二
年
度
は
、
私
の
市

長
と
し
て
の
総
仕
上
げ
の
年
に

あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
を
礎
と
し
て
、
残
さ
れ
た
諸

施
策
を
よ
り
堅
実
か
つ
積
極
的

に
推
進
し
、
市
民
の
皆
様
へ
の

お
約
束
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
本
市
に
お
け
る
行

財
政
環
境
は
、
わ
が
国
の
経
済

状
況
を
反
映
し
、
依
然
厳
し
い

状
況
の
中
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ

だ
け
に
行
政
体
質
そ
の
も
の
を

時
代
の
変
化
に
柔
軟
か
つ
弾
力

的
に
対
応
で
き
る
よ
う
行
財
政

勇久保田宇治市長

‐
‐
‐
‐
―
‐
―
‘
－
－
－
’
一

■
＼
I
o
.
＊
Ｈ
!
f
＞
I
Ｍ
　
　
　

改
革
を
推
進
し
、
コ
ス
ト
意
識

を
も
っ
た
都
市
経
営
の
理
念
の

も
と
、
従
来
の
指
導
型
の
地
域

経
営
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、

市
民
の
皆
様
の
創
意
と
工
夫
を

結
集
し
て
地
域
社
会
を
つ
く
り

上
げ
る
支
援
型
の
地
域
経
営
に

転
換
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。
と
り
わ
け
、
十
二

年
度
は
二
十
世
紀
を
総
括
し
、

二
十
一
世
紀
を
展
望
す
る
重
要

な
年
で
あ
り
、
中
・
長
期
的
な

視
点
か
ら
市
政
を
運
営
し
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
こ
れ
ま
で

以
上
に
可
能
な
限
り
、
施
策
の

重
点
化
と
効
果
的
な
配
分
に
努

め
ま
す
。
そ
し
て
、
基
本
政
策

の
推
進
と
市
民
要
望
に
積
極
的

に
応
え
て
い
く
た
め
の
予
算
措

置
を
行
い
、
諸
施
策
を
実
施
し

ま
す
。

①
み
ど
り
豊
か
な
住
み
よ
い
街
づ
く
り

　
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
を

確
保
す
る
に
は
、
公
共
交
通
網

を
は
じ
め
道
路
、
河
川
そ
し
て

上
・
下
水
道
な
ど
都
市
基
盤
の

一
層
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に

災
害
に
強
く
質
の
高
い
生
活
周

辺
環
境
の
整
備
が
重
要
で
す
。

　
公
共
交
通
網
及
び
駅
周
辺
の

整
備
に
っ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
関
連
事

業
に
関
し
て
は
宇
治
駅
改
築
と

宇
治
・
新
田
間
新
駅
設
置
事
業
、

そ
し
て
当
該
各
駅
前
広
場
の
整

備
が
い
よ
い
よ
最
終
年
度
に
入

り
、
奈
良
線
の
高
速
・
複
線
化

事
業
と
と
も
に
来
年
春
に
完
成

の
運
び
と
な
り
ま
す
。
ま
た
宇

治
駅
橋
上
駅
舎
に
つ
い
て
は
本

年
夏
ご
ろ
に
は
暫
定
使
用
が
開

始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
地
下
鉄
東
西
線
の
六
地
蔵
延

伸
事
業
に
っ
い
て
は
、
十
六
年

十
月
の
開
通
に
向
け
、
京
都
府

及
び
京
都
市
と
協
力
し
て
工
事

の
促
進
を
図
り
ま
す
。
あ
わ
せ

て
六
地
蔵
駅
前
交
通
広
場
の
整

備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
道
路
網
整
備
で
は
、
幹
線
道

路
の
黄
槃
山
手
線
は
秋
に
は
築

造
工
事
に
着
手
し
、
宇
治
棋
島

線
は
引
き
続
き
開
通
に
向
け
推

進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
新
宇

治
淀
線
に
つ
い
て
も
Ｊ
Ｒ
交
差

部
の
築
造
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
防
災
対
策
で
は
、
消
防
・
救

急
体
制
を
充
実
し
、
消
防
資
機

材
の
更
新
や
消
防
水
利
整
備
の

た
め
の
耐
震
性
貯
水
槽
の
設
置
、

防
災
備
蓄
品
の
充
実
、
市
民
の

自
主
的
な
防
災
組
織
の
育
成
な

ど
防
災
体
制
の
充
実
と
意
識
啓

発
を
図
り
ま
す
。

　
地
球
環
境
問
題
に
っ
い
て
は
、

本
市
が
行
う
行
政
事
務
・
事
業

に
よ
っ
て
排
出
す
る
温
室
効
果

ガ
ス
の
削
減
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
の
抑
制
を
図
る
総
合
的
な
削

減
実
行
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

さ
ら
に
環
境
に
配
慮
し
た
自
治

体
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
、

I
S
0
1
4
0
0
0
シ
リ
ー
ズ

認
証
取
得
に
向
け
て
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。
ま
た
現
在
、
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
等
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
市
独
自

で
土
壌
・
施
設
排
水
等
の
環
境

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
一
方
、
公
共
下
水
道
事
業
で

延
呑
奈
廓
幹
線
建
設
に
取

り
組
み
、
処
理
場
施
設
の
拡
充

な
ど
計
画
的
な
事
業
促
進
を
図

り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
引
き
続

き
水
洗
化
を
進
め
、
普
及
率
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

②
心
と
心
が
通
い
合
う
街
づ
く
り

　
伝
ぶ
浪
准
に
培
わ
れ
、
市
民

又
化
に
育
ま
れ
た
宇
治
を
守
り

育
て
、
発
展
さ
せ
る
た
め
、
そ

の
環
境
整
備
を
図
り
ま
す
。

　
本
年
で
第
十
回
を
迎
え
る
紫

式
部
文
学
賞
・
市
民
文
化
賞
を

中
心
に
宇
治
大
田
楽
復
活
祭
を

加
え
た
源
氏
ろ
ま
ん
事
業
は
、

「
源
氏
ろ
ま
ん
2
0
0
0
」
と

し
て
開
催
し
ま
す
。
そ
し
て
、

源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
核

と
し
て
宇
治
橋
、
宇
治
川
周
辺

の
緑
豊
か
な
自
然
景
観
と
点
在

す
る
多
彩
な
文
化
遺
産
を
有
機

的
に
結
び
、
周
辺
施
設
の
整
備

を
進
め
る
「
源
氏
物
語
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
し
ま
す
。

　
教
育
で
は
、
人
間
性
豊
か
な

園
児
・
児
童
・
生
徒
を
育
成
す

る
た
め
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
を
通
し
て
教
育
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。
ま
た
西
宇
治
中
学

校
に
武
道
場
を
新
築
す
る
な
ど

施
設
設
備
を
整
備
し
ま
す
。
一

方
、
長
年
の
課
題
で
あ
る
学
校

給
食
の
直
営
単
独
校
調
理
方
式

を
見
直
し
、
新
年
度
か
ら
順
次

学
校
単
位
で
給
食
調
理
業
務
を

民
間
委
託
化
し
、
あ
わ
せ
て
ラ

ン
チ
ル
ー
ム
を
設
置
す
る
な
ど

学
校
給
食
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
人
権
問
題
で
は
、
あ
ら
ゆ
る

差
別
や
偏
見
の
な
い
社
会
の
実

現
に
向
け
、
人
権
施
策
の
推
進

を
図
り
ま
す
。
と
り
わ
け
同
和

対
策
は
、
地
域
住
民
の
自
立
に

つ
な
げ
る
と
い
う
基
本
姿
勢
を

堅
持
し
な
が
ら
諸
施
策
を
実
施

し
、
啓
発
、
就
労
、
教
育
問
題

な
ど
の
取
り
組
み
を
引
き
続
き

推
進
し
ま
す
。
ま
た
女
性
政
策

で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
宇
治
市
女
性

ル
ー
ム
を
開
設
し
ま
す
。

③
健
康
と
生
き
が
い
を
育
む
街
づ
く
り

　
す
べ
て
の
人
が
生
き
生
き
と

健
や
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
街
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
介

護
保
険
制
度
に
向
け
、
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
供
給
体
制
と
円
滑
な

制
度
運
営
を
行
う
た
め
の
組
織

整
備
を
図
り
ま
す
。
そ
し
て
、

制
度
実
施
で
介
護
保
険
の
対
象

と
な
ら
な
い
高
齢
者
が
、
住
み

な
れ
た
地
域
で
引
き
続
き
健
全

で
安
ら
か
な
生
活
を
営
め
る
よ

う
、
在
宅
の
家
族
介
護
支
援
対

策
事
業
な
ど
の
支
援
制
度
を
整

備
し
ま
す
。
ま
た
、
増
加
傾
向

に
あ
る
痴
ほ
う
性
高
齢
者
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
日
常
生
活
の

支
援
体
制
を
整
え
ま
す
。
あ
わ

せ
て
高
齢
者
生
き
が
い
対
策
事

業
を
拡
大
・
充
実
し
ま
す
。
な

お
、
敬
老
祝
い
金
に
つ
い
て
は
、

支
給
の
あ
り
方
を
節
目
支
給
に

変
更
し
、
生
活
支
援
や
生
き
が

い
づ
く
り
な
ど
の
事
業
充
実
に

転
換
し
ま
す
。

　
障
害
者
福
祉
で
は
、
障
害
者

福
祉
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
総

合
的
・
計
画
的
な
障
害
者
施
策

の
推
進
を
図
る
た
め
、
新
た
に

推
進
協
議
会
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
横
島
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

④

敷
地
の
利
用
計
画
を
策
定
す
る

中
で
地
域
交
流
型
複
合
福
祉
施

設
建
設
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
で
は
、
新
た
に

公
立
保
育
所
で
定
数
オ
ー
バ
ー

措
置
を
実
施
し
、
ま
た
民
間
保

育
園
で
保
育
マ
マ
制
度
の
整
備
、

さ
ら
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
’
Ｉ
ト

セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
向
け
て
検

討
す
る
な
ど
、
多
様
な
支
援
体

制
の
確
立
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
保
健
衛
生
で
は
、
乳
幼
児
健

康
診
査
事
業
を
促
進
し
、
保
健

指
導
事
業
の
拡
充
を
図
る
と
と

も
に
各
種
検
診
や
予
防
接
種
を

実
施
す
る
な
ど
、
健
康
づ
く
り

と
疾
病
予
防
に
努
め
ま
す
。
ま

た
ス
ポ
ー
ツ
ー
レ
ク
リ
エ
ー
ジ

’
ン
、
生
涯
学
習
の
普
及
と
振

興
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。
と
り
わ

け
老
朽
化
し
て
い
る
黄
栞
公
園

プ
ー
ル
は
誰
も
が
気
軽
に
利
用

い
た
だ
け
る
施
設
と
し
て
、
新

年
度
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
エ
事

に
着
手
し
ま
す
。

地
域
産
業
の
振
興
で
未
来
に
飛
躍

す
る
街
づ
く
り

　
地
元
経
済
の
現
状
を
み
る
と

き
、
国
や
府
の
積
極
的
な
対
応

策
を
求
め
る
と
と
も
に
関
係
市

町
・
商
工
会
議
所
と
も
連
携
を

図
り
、
地
域
経
済
の
回
復
に
向

け
た
積
極
的
な
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。
市
と
し
て
も
中
小
企

業
の
経
営
基
盤
強
化
と
勤
労
者

福
祉
の
充
実
を
図
る
た
め
、
国

や
府
の
各
種
融
資
に
と
も
な
う

保
証
料
や
利
子
の
補
給
、
融
資

策
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
工
業
政
策
に
つ
い
て
は
、
新

た
に
産
業
基
盤
整
備
基
本
計
画

の
策
定
を
進
め
、
そ
の
一
環
と

し
て
二
十
一
世
紀
に
向
け
た
新

た
な
産
業
育
成
の
視
点
か
ら
、

情
報
産
業
育
成
の
た
め
の
Ｇ
Ｉ

Ｓ
／
Ｇ
Ｐ
Ｓ
利
用
技
術
の
研
究

実
験
を
行
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

情
報
・
産
業
施
設
整
備
基
本
計

画
を
策
定
し
、
こ
れ
ら
を
「
宇

治
市
2
0
0
0
年
紀
（
ミ
レ
ニ

ア
ム
）
事
業
」
の
一
つ
に
位
置

付
け
、
具
体
化
を
図
り
ま
す
。

　
農
林
業
に
つ
い
て
は
、
農
業

経
営
の
安
定
化
に
努
め
る
と
と

も
に
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、

収
益
性
の
高
い
農
作
物
栽
培
の

促
進
な
ど
、
消
費
者
と
結
び
付

い
た
都
市
農
業
の
確
立
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
伝
統
産
業
で
あ

る
茶
業
で
は
、
高
品
質
茶
推
進

対
策
、
さ
ら
に
茶
園
の
優
良
品

種
へ
の
新
植
・
改
植
を
奨
励
す

る
優
良
茶
園
振
興
対
策
を
推
進

し
ま
す
。

　
観
光
に
つ
い
て
は
、
観
光
ゾ

ー
ン
を
整
備
し
て
「
源
氏
物
語

の
ま
ち
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
さ
ら

に
高
め
、
宇
治
茶
散
策
ル
ー
ト

と
あ
わ
せ
回
遊
型
観
光
の
促
進

に
取
り
組
み
ま
す
。

⑤

市
民
の
知
恵
で
都
市
経
営
の
発
想

に
よ
る
街
づ
く
り

金
融
機
関
へ
の
預
託
な
ど
を
継

続
実
施
し
、
さ
ら
に
不
況
対
策

の
緊
急
支
援
措
置
と
し
て
市
独

自
の
中
小
企
業
低
利
融
資
制
度

の
融
資
限
度
額
の
引
き
上
げ
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
中
小
企
業

振
興
対
策
事
業
へ
の
支
援
・
充

実
を
図
り
ま
す
。
そ
し
て
、
現

在
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
に
対
処

す
る
た
め
、
臨
時
応
急
の
措
置

と
し
て
緊
急
地
域
雇
用
特
別
対

　
　
「
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
あ
げ
る
」
と
い
う
地
方
自

治
運
営
の
基
本
原
則
の
も
と
に

都
市
経
営
の
理
念
に
立
脚
し
た

諸
施
策
の
一
層
の
効
果
的
・
効

率
的
な
執
行
に
努
め
ま
す
。
と

り
わ
け
第
三
次
行
政
改
革
の
中

間
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
職

員
数
の
適
正
化
を
進
め
る
定
員

管
理
計
画
の
策
定
な
ど
実
施
計

画
の
完
遂
に
向
け
た
取
り
組
み

を
推
進
し
ま
す
。
そ
し
て
、
地

方
分
権
の
流
れ
の
中
で
制
度
改

正
や
権
限
委
譲
を
積
極
的
に
活

用
し
、
特
色
あ
る
個
性
豊
か
な

街
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
情
報
流
出
事
件

を
教
訓
に
情
報
シ
ス
テ
ム
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
な
ど
個
人
情

報
保
護
に
万
全
を
期
す
と
と
も

に
、
事
務
執
行
の
迅
速
性
や
効

率
性
を
高
め
る
た
め
の
各
種
Ｏ

Ａ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
導
入
な
ど

行
政
の
情
報
化
整
備
に
引
き
続

き
取
り
組
み
ま
す
。
そ
し
て
、

公
平
・
清
潔
・
透
明
で
開
か
れ

た
市
政
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

　
第
四
次
総
合
計
画
に
は
、
第

三
次
総
合
計
画
の
成
果
と
総
括

を
踏
ま
え
、
公
共
施
設
整
備
方

針
と
行
政
部
門
別
基
本
計
画
の

内
容
を
十
二
分
に
反
映
さ
せ
ま

す
。
　
ま
た
、
本
市
は
平
成
十
三
年

三
月
一
日
に
市
制
施
行
五
十
周

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
た
め
、

意
義
あ
る
節
目
の
年
に
二
十
一

世
紀
の
街
づ
く
り
の
出
発
点
に

ふ
さ
わ
し
い
五
十
周
年
を
祝
う

記
念
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
西
暦
二
〇
〇
〇
年
を

記
念
し
て
発
行
さ
れ
る
新
二
千

円
札
の
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
源
氏

物
語
と
紫
式
部
が
用
い
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
本
市
の
Ｐ

Ｒ
と
飛
躍
の
契
機
と
し
て
、
同

じ
く
紙
幣
の
図
柄
と
さ
れ
た
守

礼
門
の
所
在
地
、
那
覇
市
と
の

相
互
交
流
や
平
和
事
業
な
ど
、

行
政
、
市
民
、
関
係
団
体
が
一

体
と
な
っ
た
記
念
事
業
を
「
宇

治
市
2
0
0
0
年
紀
（
ミ
レ
ニ

ア
ム
）
事
業
」
と
し
て
位
置
付

け
、
展
開
し
ま
す
。
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)00 ▲0.6

200 ▲2.3

)00 5.9

)00 2.4

00 皆減

)00 ▲8.7

}00 ▲92.5

700 3.4

300▲33.2

300 皆減

)00▲95.6

- 皆増

)00 9.3

t67 ▲1.6

≫67 2.9

ものです。

万3千円

』
　
】
　
　
ｍ
笏

[二二D

3900万円

1627万円

　311万円

　722万円

　669万円

　150万円

1566万円



（3）第1235号
宇 治 市 正

1
2
年
度
予算案の概要

みどり豊かな住みよい街づくり

　　　--1--~=---一一一一＝Jk--｀-f~----〃/

＜公共交通＞

　J R宇治駅改築　　　　　　　　　　　7億1020万円

　J R宇治・新田間新駅設置　　　　　8億5019万円

　J R奈良線複線化事業負担金　　　　3億8816万円

　京都市高速鉄道東西線延伸事業費補助6億2984万円

☆J R六地蔵駅前交通広場整備　　　　億3500万円

＜道路など＞

☆道路維持修繕　　　　　　　　　　　　7億3415万円

　黄桑山手線築造　　　　　　　　　　　9億1850万円

　宇治椙島線築造　　　　　　　　　　9億200万円

☆新宇治淀線築造　　　　　　　　　　　6億7600万円

　宇治五ヶ庄線交差点改良　　　　　　4億7500万円

　小倉安田線整備　　　　　　　　　　　4億1700万円

◇公共施設建物点検補修　　　　　　　　　5000万円

◇駅前環境美化推進　　　　　　　　　　　　500万円

◇通学路再点検　　　　　　　　　　　　　　520万円

＜防災＞

☆消防水利拡充　　　　　　　　　　　　　1719万円

　消防機械器具整備　　　　　　　　　　　　756万円

☆防災事業　　　　　　　　　　　　　　　1113万円

◇防災緑地網整備　　　　　　　　　　　　7570万円

☆河川改修　　　　　　　　　　　　　　1億5300万円

　排水路改良　　　　　　　　　　　　　1億3175万円

　河川環境整備　　　　　　　　　　　　1億2600万円

＜環境＞

☆地球環境保全活動推進　　　　　　　　　100万Ｆ

　環境監視　　　　　　　　　　　　　　　　612万F

◇IS014000シリーズ認証取得調査　　　　30万円

◇温室効果ガス削減実行計画策定　　　　　600万Ｆ

☆ごみ減量化推進　　　　　　　　　　　　2558万Ｆ

　城南衛生管理組合分担金　　　　　　22億9379万F.

＜住宅＞

　市営住宅建替

　　桐島吹前団地建替　　　　　　　　　4億7200万Ｆ

　　木幡河原団地建替　　　　　　　　　2億8000万Ｆ

　　宇治下居団地建替　　　　　　　　　1億3950万F

＜上・下水道＞

　上水道第６次新設拡張事業　　　　　2億2317万Ｆ

　公共下水道(雨水)黄桑排水区整備　　4億6100万Ｆ

☆下水道首位建設　　　　　　　　　　43億4300万Ｆ

心と心が通い合う街づぐり

＜教育＞

◇学校施設地域開放　　　　　　　　　　‘252万円

☆小中学校・幼稚園維持整備　　　　　5億1503万円

◇給食・調理環境充実　　　　　　　　　　5700万円

◇西宇治中学校武道場新築　　　　　　　　8450万円

☆小・中学校管理運営　　　　　　　　　4億6299万円

◇小・中学校「総合的な学習の時間」対策　775万円

　心の教室相談員派遣　　　　　　　　　　　428万円

　メンタルフレンド推進事業　　　　　　　194万円

○各種体育団体事業補助　　　　　　　　　674万円

＜市民文化・コミュニティ＞

○源氏物語ミュージアム企画展示　　　　　550万円

○源氏ろまん2000　　　　　　　　　　　　4712万円

☆コミュニティセンター運営　　　　　　　5779万円

　集会所整備　　　　　　　　　　　　　　1287万円

＜人権施策・女性政策＞

　同和問題啓発　　　　　　　　　　　　　　530万円

　地域コミュニティ活動推進モデル事業　　611万円

　女性施策推進　　　　　　　　　　　　　　859力l

◇女性ルーム開設　　　　　　　　　　　　　689万1

健康と生きがいを育む街づくり

　平成12年度予算案の主な施策と予算額をお知らせします。市の会計

計と、特定の事業を行うための９の特別会計、企業会計とで構成され

一般会計は524 億円（市民一人当たり27万4213円）となっています。

＜介護・予防・生活支援＞

◇介護保険事業特別会計の新設　　　　44億600万円

◇高齢者生活支援ホームヘルプサービス　　2772万円

◇家族介護支援対策　　　　　　　　　　　1040万円

◇訪問介護利用者負担助成　　　　　　　　1100万円

◇高齢者生活支援デイサービス　　　　　　1822万円

◇痴ほう性高齢者グループホーム建設事業補助　2480万円

◇高齢者住宅改造助成　　　　　　　　　　1480万円

◇地域健康づくりモデル事業　　　　　　　270万円

＜福祉＞

◇障害者福祉基本計画施策推進協議会運営　　43万円

◇障害者・高齢者複合施設建設調査　　　　500万円

◇ファミリーサポートセンター調査　　　　　30万円

☆公立保育所運営　　　　　　　　　　17億846万円

　民間保育所運営　　　　　　　　　　17億5386万円

　木幡保育所建替　　　　　　　　　　　2億1500万円

◇少子化対策臨時特例事業　　　　　　　　1200万円

☆乳幼児医療費支給　　　　　　　　　　2億5312万円

◇（仮）伊勢田（井尻）老人園芸ひろば整備･ 900万円

◇生き生き手帖発行　　　　　　　　　　　　800万円

＜保健・その他＞

　各種検診・健康診査　　　　　　　　　2億5630万円

　乳幼児健康診査　　　　　　　　　　　　2855万円

☆保健指導　　　　　　　　　　　　　　　4049万円

☆黄聚公園プール整備　　　　　　　　　2億7440万円
ト
黄
聚
公
園
プ
ー
ル
整
備

　
　
　
　
　
　
　
（
完
成
予
想
図
）

地域産業の振興で

未来に飛躍する街づくり

＜商工業＞

☆宇治市中小企業低利融資　　　　　　　1億6050万円

☆中小企業経営安定化特別指導臨時支援　　415万円

☆小規模事業経営改善事業補助　　　　　　1700万円

☆中小企業融資保証料・利子補給　　　　　4020万円

○中小企業振興対策　　　　　　　　　　　2043万円

◇緊急地域雇用特別対策　　　　　　　　　8000万円

○情報技術基盤振興　　　　　　　　　　　2800万円

　産業基盤整備基本計画策定　　　　　　　800万円

＜農林業・観光＞

☆高品質茶推進事業補助　　　　　　　　　509万円

○全国・関西茶品評会出品奨励　　　　　　1047万円

☆優良茶園振興事業補助　　　　　　　　　685万円

○観光協会補助　　　　　　　　　　　　　1310万円

◇情報システムセキュリティ強化　　　　　2013万円

心

12

年
度

予

算

額

ハ蛋

旱

り

▲温
Ｗ

会　　計　　名 12年度 11年Ｊ

一　般　会　計 52,400,000 52,720.

交通災害共済事業 38,300 39.

国民健康保険事業 10,175,000 9,605.

公共下水道事業 8,490,000 8,292.

住宅新築資金等貸付事業 - 13,

老人保健事業 12,922,000 14,146,

簡易水道事業 35,400 470.

火災共済事業 15,200 14,

墓地公園事業 162,300 242,

公共用地先行取得事業 - 163,

飲料水供給施設事業 8,600 195.

介護保険事業 4,406,000

特別会計合計 36,252,800 33,182,

企業（ﾌjく道）会計 6,044,442 6,145

総　　　　計 94,697,242 92,047

一般会計の内訳 ※（　）内の構成比は四捨五入しﾀ

使用料及び手数料

　　　　(2.2％)

　　　　11億6348万6千円

利子割交付金

(2.5％)　へ

13億1600万円

地方消費税交付金

(3.2％)

16億8700万円

諸収入／

(3.7％)

1912735万

ソ

府支出金

(4.4％)

23億1549万4千円

Tti　・

/

(7.1％)

37億980万円

地方交付税
(9.2％)

48億円

繰入金

(2.1％)

11億613万1千円

国庫支出金

（t1.1％）
57億9080万1千円

諸支出金

(2.5％)
13億390万2千円

総務費

(15.9％)

83億2277万6千円

　　情報システム開発

　　第４次総合計画策定

　○市制50年誌発刊

　○平和のっどい開催

　○市制施行50周年記念式典開催

○○国内交流

　☆国際交流

その他

(5.8％:

30億522i
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市民の知恵で都市経営の発想による街づくり
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関
」
（
赤
い
ス
テ
ッ
カ
ー
が
目

叩
）
で
個
別
に
受
け
て
く
だ
さ

い
。
費
用
は
無
料
。
「
予
診
票
」

パ
パ
や
マ
マ
に
な
る
そ
の
日
の
た
め
に

　
今
ま
で
の
母
親
教
室
・
調
理

編
・
両
親
教
室
が
マ
タ
ニ
テ
ィ

講
座
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、

四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

Ａ
コ
ー
ス
Ｖ

◆
栄
養
と
体
操
コ
ー
ス
（
午
後

１
時
半
～
４
時
）

・
バ
ラ
ン
ス
食
の
ヒ
ン
ト

・
か
ん
た
ん
妊
婦
体
操

・
参
加
者
の
交
流
タ
イ
ム

　
育
児
仲
間
に
つ
な
が
る
出
会

マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座
の
受
付
開
姶

Ｉ
う
ま
く
着
せ
ら
れ
た
か
な

い
と
な
る
よ
う
、
参
加
者
同
士

で
話
が
で
き
る
時
間
を
設
け
ま

し
た
。

◆
お
産
と
赤
ち
ゃ
ん
コ
ー
ス

（
午
後
１
時
半
～
４
時
）

・
お
産
の
話
と
そ
の
過
ご
し
方

・
赤
ち
ゃ
ん
の
育
て
方

・
先
輩
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
と
の

交
流
会

　
先
輩
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
に
登

場
し
て
も
ら
い
、
子
育
て
の
楽

し
さ
や
苦
労
話
な
ど
を
聞
い
た

り
、
本
物
の
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
か

せ
て
も
ら
っ
た
り
す
る
時
間
を

設
け
ま
し
た
。

◆
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
（
午
前

1
0
時
～
午
後
１
時
）

・
だ
の
し
い
お
い
し
い
ク
ッ
キ

ン
グ
・
塩
分
測
定
に
ト
ラ
イ

・
参
加
者
の
交
流
タ
イ
ム
（
希

望
者
の
み
午
後
１
時
～
２
時
）

　
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
て
お
い
し

小･中学生の予防接種は

受けましたか

は
表
中
の
対
象
学
年
に
学
校
を

通
じ
て
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、

協
力
医
療
機
関
や
保
健
推
進
課

に
あ
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
・
：
保
健
推
進
課

（
雪
内
線
2
2
6
2
）
。

種別 対　　　　象 回回数

風しん
小学1年生(生後90か月未S)

12歳以上16歳未満(中学2年生)
＜今まで接種したことのない人〉

１回

日本脳炎
２期…９歳以上13歳未満(小学4年生)１回

３期…14歳以上16歳未満(中学３年生)１回

二種混合 ２期…11歳以上13歳未満(小学6年生)１回

※日本脳炎･二種混合は、１期が接種済みの人ですＯ

　
小
・
中
学
生
対
象
の
予
防
接

種
を
下
表
の
と
お
り
実
施
し
て

い
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
市

内
の
「
予
防
接
種
協
力
医
療
機

い
食
事
を
妊
婦
さ
ん
だ
け
で
な

く
家
族
の
こ
と
も
考
え
な
が
ら
、

み
ん
な
で
作
っ
て
食
べ
ま
し
よ

◆
パ
パ
ー
マ
マ
コ

ー
ス
（
午
後
１
時

半
～
４
時
4
0
分
）

・
妊
婦
さ
ん
の
こ

こ
ろ
の
お
話

・
母
乳
に
つ
い
て

・
お
父
さ
ん
の
冰

浴
実
習

　
夫
婦
で
子
育
て

を
す
る
き
っ
か
け

づ
く
り
と
し
て
人

気
が
高
い
コ
ー
ス
。

Ａ
日
程
・
会
場
Ｖ

　
下
表
の
と
お
り
。

Ａ
対
象
Ｖ

　
妊
婦
さ
ん
と
そ

の
配
偶
者
（
パ
パ

ー
マ
マ
コ
ー
ス
以

外
は
妊
婦
さ
ん
の12年４月１日から

建築物中間検査制度を実施

み
で
も
結
構
で
す
）
。

Ａ
受
講
料
Ｖ

　
無
料
。

Ａ
申
し
込
み
Ｖ

　
す
べ
て
保
健
推
進
課
（
酋
内

線
2
2
6
2
）
へ
予
約
を
。

　
な
お
、
「
お
産
と
赤
ち
ゃ
ん

コ
ー
ス
」
で
の
交
流
会
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
先
輩
マ
マ
と

赤
ち
ゃ
ん
も
募
集
中
で
す
。

会　場 コース名 12年
４月５月 6月 7月 8月９月10月11月12月

13年
１月２月３月

木幡公民館
栄養と体操 1 哨 7困 7困 Its
お産と赤ちゃん 7團 13因 13俐 H團

大和田集会所 栄養と体操
em 6困 5困 11哨

お産と赤ちゃん12閑 I2困 11伽 17困

保健医療センター
栄養と体操 18困 24附 16哨 15凩
お産と赤ちゃん 9図 8叫 7叫 6(M

南宇治コミュニ
ティセンター

栄養と体操 8困 14困 14凩 8困
お産と赤ちゃん 14伽 20伽 20*1 21伽

小倉公民館
栄養と体操 13附 13Ⅲ 1 團 1凩
お産と赤ちゃん20俐 6困 9俐 8囚

横島コミュニティセンター
栄養と体操 15哨 12哨 18困
お産と赤ちゃん 211*) 18(≪ 24i*l

生涯学習センタークッキング 27Ⅲ 25困29床27哨 28困 26困 30困 21凩25附 22俐29俐
保健医療センターパパ・ママ 15出13出17(±) 15(1)26出 9ttl14出18tt)16出20tt)17出17出

　平成11年5月１日に一部施行された改正建築基準法により、工事監理1

徹底し建築物の安全性を確保するために、中間検査制度が創設されました

これに基づき、宇治市が指定する検査対象建築物については、建築主の|

さんに中間検査の受検が義務づけられることになりました。

中期楚制度ぶで何:?i

　■■■■■･j･･　･･････♂占･WI　II《　建築工事施行中に適正な工事が行われているかを検査することにより、

安全な建築物が建てられることを目指します。

を建築する場合に検査の対象になります。

fi住宅、長屋も対象。鉄骨造等との混構造も含む）

貌、集会所などの特殊建築物で、延べ面積50呼

ものまたは地上3階以上のもの

2000　国勢調査　平

成12年10月1日（日

）

　平成12年10月1日(日)

　
今
年
十
月
一
日
現
在
で
、
全

国
一
斉
に
国
勢
調
査
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
国
勢
調
査
は
日
本
に

住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
を
対

象
と
す
る
、
国
の
最
も
基
本
的

な
統
計
調
査
で
、
調
査
員
が
調

査
票
を
配
布
・
回
収
す
る
方
法

で
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
の

結
果
は
統
計
と
し
て
ま
と
め
ら

れ
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
た
各

種
の
行
政
施
策
を
行
う
重
要
な

基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

調
査
・
集
計
時
に
お
け
る
個
人

情
報
の
保
護
に
は
万
全
が
期
さ

れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

卓閤稜査砥づず50?
　･･%%･･･♂･･I♂･WJ･････SW　-･･♂1　次の工事が完了したときに検査を申請してください。

　０木造3階建住宅の場合、柱･はり･壁などの軸組等が完了したとき

　０特殊建築物の場合、２階床の鉄筋工事等が完了したとき

峠検彭J禽の皿用期鮪刺）

　平成12年4月１日から5年間とし、12年4月１日以降に、中間検査の対

象となる建築物の確認申請を提出するものから対象になります。

な手続きになっています。必要な時期

査や検査を受けてください。なお、中

合格証の交付を受けていないとそれ以

てくださいO
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中間検査の対象となっていない建築物は、中間検査は不要です。

　　　　　　囲建築指導課（a内線2408）
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市役所への電話・郵便は　，

　容22-3141 （代表）

〒611-8501 （個別i号のため住所不要）･

回は問い合わせ・圃は申し込み　　　１

圃の書いていないものは直接会場　　ｉ

へお越しください。

　　－　　一一一一-

　　　　　　ｔ

＿＿、．、」

ピアノソロ

　小西奈津

代さん

　　　３月15日(水)

　　午後0時15分～45分

　市役所１階市民交流ロビー

　曲　トルコ行進曲　㈹　

子犬のワルツほか

ロ文化自治振興課(a内線2223)

・植物公園

　画同園(昔45-0099)へ。入園料

が必要です。

　＜タペストリー展＞タペストリー

の構造、絵柄ができるまでの過程

・過去の図案・写真などを展示。

[〉展示期間…３月14日吹]～20日陶。

　＜草花の株分け、種まき、植え

付け＞[＞とき…３月26日(日)、午後

１時半～３時半r〉定員…先着40人

【＞材料費300円。

宇治市少年少女合唱団

　第21回定期演奏会

　　３月19日(日) (巫廊)

　開演　午後１時30分

　文化センター大ホール

⑥ 青葉の歌　瑠璃色の地球
ジョイフル・ジョイフルほか

お知らせ

■応急手当て講習会

　t＞とき…３月19日(日)、午後１時

～４時[＞ところ…東消防署[〉内容

‥･応急手当ての重要性の講義、人

工呼吸・心臓マッサージ・止血の

実技[〉定員…先着30人【＞受講料…

無料　IS3月15日伽まで同署(s

31-8759)。

■リサイクル自転車販売会

　[＞とき…３月25日出、午前10時

半～[＞ところ…総合福祉会館前広

場凶

00円～１万円(500円刻み)、希望

者多数の場合は抽選。ロリサイク

ル自転車販売協議会事務局(同胞

の家S20-4080)。

■トレーニング機器実技講習会

　t＞とき…３月25日出、午後１時

半～[＞ところ…黄栗体育館C〉対象

…15歳以上(中学生を除＜)[〉定員

…先着30人E〉参加費…1000円(印

鑑持参)113月12日(日)から同館

(333-4001)。顔写真(3×2.5r)

が必要。

・市内の公園・遊園に遊具を設置

　市では剥自治総合センターの宝

くじコミュニティ助成事業により

次の４か所に遊具を設置しました。

　昌公園緑地課(a内線2417)。

桐生谷東児童遊園　　滑り台1基

山際児童遊園

南遊田児童公園

羽戸山第３児童公園

滑り台1基

滑り台1基

ｼｰｿｰI基

・「国際ｿﾛﾌﾟﾁﾐｽﾄ宇治交通

　遺児奨学資金等」「京都府交通

　遺児奨学金等」について

　交通事故により父母などを失つ

つた児童・生徒を対象に支給され

る制度があります。○国際ソロプ

チミスト宇治交通遺児奨学資金等

は義務教育終了前の交通遺児を対

象に父母などの死亡時、小・中学

校入学時、中学校卒業時に支給さ

れます○京都府交通遺児奨学金等

は乳幼児、小・中学生、高校生な

どを対象に支給されます。凹交通

対策課（a内線2258)。

募集

■地域ﾘﾊﾋﾞﾘ教室の保健婦･看

　護婦ｱﾙﾊﾞｲﾄ

　［〉応募資格‥･保健婦・看護婦資

格を有する満65歳未満の普通自動

車免許を取得している人t＞勤務日

数…週２日以上(ただし同一曜日

に勤務のできる人)C〉勤務時間…

午前９時～午後５時の指定した時

間!＞勤務内容…地域リハビリ教室

(寝たきり度Ｊランクを対象)で血

圧測定・相談及び記録などE＞雇用

期間…４月～13年３月末　匡]３月

21日(火)までに履歴書を持参か郵送

で社会福祉協議会(〒611-0021宇

治琵琶45、昔22-565O, FAX22-5654)

へ。

■レセプト審査室嘱託職員

　【＞業務…一般事務及び交通事故

保険求償事務c〉資格…45歳までの

パソコンのできる女性[〉募集人数…

１人c〉勤務時間…週５日(水曜午

後休)、午前８時半～午後５時15

分　匡]市販の履歴書{要写真)を郵

送で３月17日出まで(必着)にレセ

プト審査室(昔内線2301)へ。

スポーツ

■東宇治・広野・西宇治中学校

　運動場の夜間使用登録

　c〉使用期間…４月１日～13年３

月31日、午後６時半～９時半[＞対

象…市内在住の10人以上の団体

(登録は１校のみで重複は不可〉[＞

料金(30分間)…東宇治中(全面150

0円、半面750円)、広野中(全面10

00円)、西宇治中(全面1250円)

113月15日出～17日出、午前９時

～午後４時に直接、各中学校開放

委員会(東宇治中a32-2131、広野

中S44-3866、西宇治中容43-6457)

へ。

■中・高校生リーグ一養成講習会

　ボランティア活動やレクリエー

ションリーダーの役割などの知識

と技能の習得｡[〉とき…３月29日

伽～４月２日(日)、午後１時～４時

(2日は午前10時～午後４時)[＞と

ころ…宇治公民館、中央公民館レ

対象…市内在住・在学の中・高校

生[＞定員…先着30人[＞参加費…無

料　圃生涯スポーツ課(a内線26

22)。

Ｉスポーツ安全保険加入団体募集

　c＞対象･‥スポーツ・文化・ボラ

ンティア一指導活動などを行う５

人以上の団体やグループc＞保険期

間…４月１日午前〇時～13年３月

31日午後12時。　４月１日以降の申

込みは掛け金の振り込み日の翌日

午前ｏ時から　□生涯スポーツ課

(a内線2622)。

福祉

■耳のこと何でも講座

　μとき…３月26日(日)、午後１時

半～４時20分[＞ところ…総合福祉

会館t＞内容…講演｢難聴なんかに

負けてたまるか｣、補聴器の上手

な使い方、要約筆記についてなど

[＞費用…無料　口障害者母子福祉

課(a内線2306)。

■市民福祉公開講座(2回ｼﾘｰｽﾞ)

　[〉とき・内容・参加費…○４月

15日出＝映画r住民が選択した町

の福祉]500円。○５月13日(±1＝

講演『住民がつくる福祉の町』、講

師‥･大阪大学助教授・斉藤弥生さ

ん、無料。いずれも午後１時半～

４時E〉ところ…生涯学習センター

[＞定員…先着70人　匡]電話か郵便、

ファックスで社会福祉協議会(〒6

11-0021宇治琵琶45 322-5650、

FAX22-5654)へ。

生涯学習・講座

公開講座｢生涯学習まちづくり

　～行政と市民の果たす役割～｣

　t＞とき…３月14日吹]、午後１時

半～3彫＞ところ…生涯学習セン

タ-[＞定員…先着100人[〉参加費

…無料E＞対象…市内在住・在勤の

人[〉保育…２～５歳(要事前申込

み)無料　固同センター(S22-022

0)。

●10代の女の子のための色彩心理

　学｢あなたのすきな色は何？｣

　E＞とき…３月28日吹)、午後２時

～４時E＞ところ…宇治公民館レ対

象…市内在住・在勤・在学の中学

生以上の10代の女の子E＞定員…先

着20人レコーディネーター…宇治

市女性問題アドバイザー一桂容子

お母さんといっしょ

野村　麻友ちゃんQ歳）

　　　雅美さん

　　　　　（広野町丸山）

さんE〉費用…無料　113月24日出

までに直接か、FAX･電話で女性政

策室(FAX20ト8778、容内線2091)へ。

■源氏物語ミュージアム連続講座

　E〉とき・内容…下表のとおり。

いずれも金曜、午後２時～３時半。

t＞ところ…源氏物語ミュージアム

じ〉定員…各50人(多数の場合は抽

選)C〉聴講料…無料国両講座とも

往復はがきに住所、氏名、電話番

号を記入のうえ、３月20日固まで

(必着)に、同ミュージアム(〒611

-0021宇治東内45、S28-02O0)へ。

入門講座『はじめての源氏物語』

　講師：杉本敬一さん

　4/7･21　5/19　6/2･16　7/7･21

史料講読講座王朝時代を読む『紫式部日記J

　講師：西山恵子館職員

　4/14･23 5/12･26 6/9･23 7/14･28

官公署・その他

■城南勤労者福祉会館

　113月13日(月)から同館(S46-07

80)へ。

　＜ちぎり絵教室＞[＞とき･‥４～

９月までの毎月第３木曜、６回、

午前10時～正午1＞定員…先着25人

[＞受講料…3000円(別に材料費75

00円)。

■城南地域職業訓練センター

　回3月13日(月)から同センター

(Q46-0688)。

　くパソコン一太郎・初級(女性

中高年コース)＞[＞とき…４月17

日～27日の月・火・木・金曜、午

前９時半～午後３時半。14回E＞受

講料…１万4500円。

　【訂正】３月１日付保存版12年度

ごみ収集日程のお知らせ３面、④

⑤地区のびんペットボトルの収集

日12年３月30日は、31日の誤りで

した。おわびし訂正します。
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＊文化センターからの帰りのバスは、午後4

　時45分頃出発の予定です。

上記の５コースで文化センター行きバスを

運行します(申し込みは不要)。

　なお、時間どおり出発しますので遅れな

いようにご利用ください。

　
市
で
は
、
平
成
十
二
年
度
版

「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
」
（
Ａ
４
判
）

を
発
行
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
第

1
5
・
1
6
回
宇
治
市
観
光
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
を
中
心
に
、

四
季
折
々
の
宇
治
の
姿
を
お
楽

し
み
い
た
だ
く
と
も
に
各
月
の

行
事
予
定
や
税
の
納
期
、
保
健

予
防
年
間
日
程
、
各
種
相
談
案

内
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
各
ご
家
庭
へ
は
、
各
町
内

（
自
治
）
会
長
さ
ん
や
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
の
管
理
人
さ
ん
の
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
届
け
し
て

い
ま
す
。
町
内
会
経
由
な
ど
で

配
布
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
ご
家

庭
は
、
は
が
き
か
電
話
、
来
庁

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
三
月
中
旬
に
は
市
役

所
一
階
行
政
情
報
室
、
市
内
各

公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

べ2年度版

　
―
　
　
　
ゆ
Ｓ

市
民
カ
レ
ン
ダ
ー

た
だ
今
、
。
配
布
中
Ｌ
・

タ
ー
・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、

文
化
セ
ン
タ
ー
と
グ
リ
ー
ン
タ

ウ
ン
椙
島
管
理
事
務
所
に
も
置

き
ま
す
。
各
窓
口
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。
　
圃
広
報
課
（
〒

６
１
１
－
8
5
0
1
住
所
不
要
Ｘ

昔
内
線
2
0
6
9
）
。

専
用
バ
ス
時
刻
表
（
無
料
）

いよいよスタート！！介護福祉制度

豊かな21世紀の高齢社会をめざして　　　　　　宇治市の介護保険制度はどうなる?　高齢者保健福祉はどう変わる?

３月18日(土)

午後１時～４時半(開場正午)

文化センター大ホール

※手話通訳の必要な人は事前

に申し込みを（要約筆記あり

）

六
地
蔵
方
面

五
ヶ
庄
方
面

１

2:00

2:01

2:03

2:04

2:05
Ｏ
Ｃ
Ｎ
ｉ
ｍ

ｊ
ｊ
１

り
£
り
’
』
ワ
｀

１
１
１

宇治病院

平野町(ザ・シューズ)
東宇治地域福祉センター

菟道高校
三室戸コスモ石油前

京阪宇治ロータリー

12:11

12:13
12:14

12:16
12:18
12:20

名
木
・
小
倉
方
面

棋
島
方
面

●講演　「21世紀への流れ」

　　　　一本当に豊かな高齢期をめざして一

　　　　　森　毅さん（京都大学名誉教授）

●ハープ演奏　ミュージックセラピスト・池田千鶴子さん

●パネルディスカッション

　　21世紀の宇治市～豊かな高齢社会をめざして～

◆食生活改善推進員協議会「若葉の会」の展示

(南京信前)

12:16

12:17

12:18

12:19

12:21

12:22

12:23

12:24
-
12:10

12:15

12:17

12:19

12:21

12:25

12:26

大
久
保
方
面

罷・
Ｆ

1181

宇治市政だより

市民ロビーコンサート
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第17回
　宇治川ﾏﾗｿﾝ大会
2260人完走！

　
二
月
二
十
七
日
㈲
、
第
十
七

回
宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
同

了
フ
ソ
ン
実
行
委
員
会
主
催
）

が
府
立
山
城
総
合
運
動
公
園
太

陽
が
丘
を
発
着
点
に
行
わ
れ
、

市
民
ラ
ン
ナ
ー
だ
け
で
な
く
東

は
茨
城
県
、
西
は
大
分
県
な
ど
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者
二

千
五
百
五
十
七
人
が
健
脚
を
競

い
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
、
宇
治
川
沿
い
の

道
路
か
ら
黄
薬
運
動
公
園
を
折

り
返
す
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
天

ケ
瀬
つ
り
橋
下
流
で
折
り
返
す

十
♂
、
太
陽
が
丘
周
辺
を
走
る

五
♂
の
三
種
目
で
行
わ
れ
、
性

別
や
年
齢
別
の
計
十
九
部
門
で

記
録
が
争
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
前
日
の
雪
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
寒
さ
も

和
ら
ぎ
絶
好
の
マ
ラ
ソ
ン
日
和
。

Ｔ
シ
ャ
ツ
姿
の
選
手
の
皆
さ
ん

は
、
宇
治
川
の
景
観
と
平
等
院
、

宇
治
上
神
社
を
眺
め
、
沿
道
の

声
援
に
応
え
な
が
ら
自
分
の
速

さ
に
合
わ
せ
た
ペ
ー
ス
で
心
地

よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
記
録
は
次
の
と
お
り
。

　
　
【
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
】
　
一
般

男
子
‐
‥
保
田
直
哉
（
京
都
市
）

▽
壮
年
男
子
＝
足
羽
栄
（
米
子

市
）
▽
一
般
女
子
＝
上
田
藍

（
京
都
市
）

　
　
【
十
♂
】
　
一

般
男
子
＝
難
波

祐
樹
（
亀
岡
市
）

▽
成
年
男
子
＝

曽
我
部
浩
昭

（
宇
治
市
）
▽
’
、

壮
年
男
子
①
＝

水
木
克
尚
（
京
三

都
市
）
▽
壮
年
一

男
子
②
＝
吉
田
～

繁
（
高
砂
市
）
　
一

▽
一
般
女
子
＝
ハ

石
橋
美
幸
（
京
ｙ

都
市
）
▽
壮
年
］
、

女
子
＝
田
中
敏
一

子
（
尼
崎
市
）
　
一

U
J
I
あ
さ
ぎ
り
未
来
塾

第
二
期
生
　
研
究
報
告

　
女
性
の
社
会
参
画
と
市
民

参
画
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
市
政
や
女
性
問
題

を
学
び
、
そ
の
意
見
を
市
政

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
あ
さ
ぎ
り
未
来
塾
」

▲２期生の研究報告(市役所大会議室)

　
　
「
五
。
・
」
中
学
男
子
＝
坂
井

覚
（
京
都
市
）
▽
一
般
男
子
＝

小
林
祥
英
（
宇
治
市
）
▽
成
年

男
子
１
宇
波
耕
一
　
（
京
都
市
）

▽
壮
年
男
子
①
＝
廣
田
和
正

（
上
野
市
）
▽
壮
年
男
子
②
＝

宮
崎
義
明
（
交
野
市
）
▽
壮
年

男
子
③
＝
福
田
勝
三
（
京
都
市
）

▽
中
学
女
子
＝
河
岸
南
（
京
都

市
）
▽
一
般
女
子
＝
北
野
有
紀

（
吹
田
市
）
▽
成
年
女
子
＝
後

藤
美
砂
子
（
京
都
市
）
▽
壮
年

女
子
＝
野
村
妙
子
（
京
都
市
）

▲スタート直後の選手のみなさん（太陽丘公園）

（
塾
生
1
7
人
）
の
一
年
間
の

研
究
報
告
が
二
月
二
十
六
日

出
、
宇
治
市
役
所
八
階
大
会

議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
分
野
別
学
習
で
三
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
た
参
加
者
は
そ

れ
ぞ
れ
「
2
1
世
紀
の
宇
治
市

を
拓
く
文
化
行
政
」
「
生
き

が
い
あ
る
老
後
の
た
め
に
」

「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
て
」
を
研
究
テ
ー

マ
に
取
り
上
げ
、
女
性
の
視

点
か
ら
と
ら
え
た
「
夢
と
生

の
声
」
を
具
体
的
に
発
表
し

ま
し
た
。

サークル　さあ来る

へ夕ほどいい」と言われるのも、

その人の個性が輝いて表現される

からです。旬の野菜や果物、四季

折々の花や風景など、心動かされ

る物を描きます。「自分で描く楽

しみ、受け取る楽しみなど、人生

の楽しみがどんどん膨れ上がるこ

とが絵手紙の魅力です」と代表の

金ケ崎さん。

　現在の会員は30人、心が通じ合

い、仲が良いのもこのサークルの

誇りの一つ。また、絵手紙を通じ

てのボランティア活動にも全員が

取り組んでいます。例会は第2 ･ 4

月曜の午前10時から正午まで。絵

手紙に興味のある人は、ぜひ一度

広野公民館・絵手紙サークルへ足

を運んでみてはいかがでしょうか。

　　［問い合わせ］金ケ崎勇さん

（昔32-6020)。

広野

絵手紙サークル

場
料
千
３
百
円
（
中
学
生
以
下

６
百
5
0
円
）
。
長
束
さ
ん
（
萱

2
4
°
１
ｇ
）
Ｏ
ｏ
）
ｏ

◆
将
棋
研
究
会
（
有
段
者
向
き
）

　
３
月
2
6
日
間
、
午
後
１
時
～

９
時
。
南
宇
治
コ
ミ
セ
ン
。
無

料
林
さ
ん
（
萱
4
4
・
8
1
5
9
）
。

◆
社
交
ダ
ン
ス
講
習
会
　
４
月

１
日
出
、
初
級
＝
午
後
７
時
～

８
時
、
中
級
＝
午
後
８
時
～
９

時
。
東
｛
于
治
コ
ミ
セ
ン
。
無
料
。

若
宮
さ
ん
（
H
3
3
・
3
9
0
8
）
。

◆
菟
道
歩
こ
う
会
　
４
月
２
日

向
、
午
前
９
時
3
0
分
に
京
阪
三

室
戸
駅
前
集
合
（
小
雨
決
行
）
。

将
軍
塚
・
清
水
寺
方
面
。
約
９

キ
ロ
。
百
円
。
辻
本
さ
ん
（
a

2
2
●
０
７
７
ｃ
ｎ
）
°

◆
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
初
心
者
講

習
会
　
４
月
３
日
側
、
午
後
１

時
～
３
時
。
市
民
会
館
。
５
百

円
。
上
靴
持
参
。
山
岡
さ
ん

（
a
0
7
7
1
°
２
８
°
2
1
1
3
）
ｏ

◆
親
睦
将
棋
大
会
（
予
選
会
）

４
月
９
日
剛
、
午
前
1
0
時
。
横

島
コ
ミ
セ
ン
。
８
百
円
。
内
田

さ
ん
（
a
3
3
・
1
9
2
1
）
。

◆
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
デ
ー

４
月
９
日
間
・
1
6
日
㈲
、
午
後

　広野絵手紙サ

ークルは、昨年

４月に発足した

ばかりの若々し

いサークルです

日本絵手紙協会

１
時
（
雨
天
中
止
）
。
西
宇
治

公
園
。
５
百
円
。
岩
口
さ
ん

（
0
2
3
・
6
5
6
9
）
。

　
　
募
集

◆
導
引
養
生
気
功
教
室
　
毎
週

火
曜
、
午
後
７
時
半
～
９
時
。

宇
治
公
民
館
。
月
２
千
円
。
水

谷
さ
ん
（
a
3
2
・
5
3
0
7
）
。

◆
新
舞
踊
あ
け
び
会
　
第
１
・

２
・
３
木
曜
、
午
後
１
時
～
４

時
。
木
幡
公
民
館
。
月
２
千
円
。

谷
内
さ
ん
（
0
3
2
・
2
8
3
6
）
。

◆
舞
踊
サ
ー
ク
ル
・
昇
龍
会

月
３
回
月
曜
、
午
後
５
時
～
８

時
。
月
１
万
円
。
市
民
会
館
。

高
平
さ
ん
（
a
2
1
・
5
5
1
9
）
。

◆
歌
謡
舞
踊
サ
ー
ク
ル
・
遊
山

会
（
鳳
凰
流
）
　
第
１
・
３
木

曜
、
午
後
１
時
半
～
４
時
半
。

南
宇
治
コ
ミ
セ
ン
。
１
回
千
円
。

小
宮
さ
ん
（
容
4
4
・
0
0
6
8
）
。

◆
油
絵
サ
ー
ク
ル
・
水
曜
会

第
１
・
３
水
曜
、
午
後
１
時
半

～
３
時
半
。
宇
治
公
民
館
。
月

２
千
円
。
香
川
さ
ん
（
0
2
3
。

＼
０

◆
宇
治
将
棋
同
好
会
　
毎
週
火

～
日
曜
（
祝
日
除
く
）
、
午
後

指導者・寺井直江先生の指導を受

けながら楽しく学んでいます。

　絵手紙は、絵と文（言葉）と書

（字）の三位一体で出来上がりま

す。響篁と蝕診という絵の具７仕

上げますが基本は線にあります。

筆先に神経を集中させ、ゆっくり

ゆっくり、そして、のびのびと力

強く描き上げます。「へ夕がいい、

１
時
～
４
時
半
。
6
0
歳
以
上
。

総
合
福
祉
会
館
。
年
２
百
円
。

湯
浅
さ
ん
（
0
3
3
・
5
5
3
4
）
。

◆
園
芸
サ
ー
ク
ル
　
第
２
・
４

月
曜
、
午
後
１
時
半
～
４
時
。

月
千
円
。
広
野
公
民
館
。
谷
村

さ
ん
（
H
4
3
・
0
3
8
2
）
。

◆
社
交
ダ
ン
ス
ー
ト
ラ
イ
　
第

１
・
３
木
曜
＝
午
後
１
時
～
３

時
、
第
２
・
４
木
曜
＝
午
前
1
0

時
～
正
午
。
宇
治
公
民
館
。
月

２
千
円
。
北
畠
さ
ん
（
a
2
2
・

ｎ
乙
４
ａ
¨
）
７
）
ｏ

◆
社
交
ダ
ン
ス
　
毎
週
火
曜
、

初
級
日
午
後
６
時
～
７
時
半
、

中
級
＝
午
後
７
時
半
～
８
時
半
。

南
宇
治
コ
ミ
セ
ン
。
１
回
千
円
。

富
田
さ
ん
（
Ｓ
０
７
５
・
８
８

９
ｊ
　
･
　
c
O
'
^
ｃ
ｏ
ｉ
ｒ
:
)
）
°

◆
ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
（
中
級
）

月
２
回
土
曜
、
午
前
９
時
半
～

1
1
時
半
。
南
宇
治
コ
ミ
セ
ン
。

１
回
６
百
円
。
端
田
さ
ん
（
a

4
4
.
-
<
0
0
0
T
C
N
l
）
°

◆
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
・
木
曜
会

　
毎
週
木
曜
、
午
後
８
時
～
９

時
4
5
分
。
宇
治
公
民
館
。
月
２

千
円
。
西
迫
さ
ん
（
0
2
3
・
6

3
0
7
）
。

◆
大
谷
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル

○
第
１
・
２
・
３
木
曜
＝
午
後

１
時
半
～
４
時
。
月
３
千
５
百

円
。
○
第
２
・
４
火
曜
＝
午
後

１
時
半
～
３
時
半
。
月
２
千
５

百
円
。
和
田
宅
（
神
明
）
。
和

田
さ
ん
（
a
2
2
・
0
9
7
1
）
。

◆
中
国
語
サ
ー
ク
ル
・
三
国
志

　
毎
週
月
曜
（
第
２
は
除
く
）
、

午
前
1
0
時
～
正
午
。
木
幡
公
民

館
。
月
千
５
百
円
。
山
田
さ
ん

（
0
3
2
・
2
6
5
9
）
。

◆
中
国
語
サ
ー
ク
ル
・
西
遊
記

　
毎
週
月
曜
、
午
後
７
時
半
～

９
時
半
。
木
幡
公
民
館
。
月
２

千
円
。
小
島
さ
ん
（
0
3
2
・
1

8
5
3
）
。

◆
中
国
語
サ
ー
ク
ル
・
ニ
イ
ハ
オ

第
１
・
２
・
４
水
曜
、
午
後
１

時
半
～
３
時
。
小
倉
公
民
館
。

月
千
５
百
円
。
早
川
さ
ん
（
容

4
3
･
L
O
O
O
C
―
c
o
）
°

◆
和
紙
ち
ぎ
り
絵
サ
ー
ク
ル
・

さ
わ
や
か
　
第
２
火
曜
、
午
後

２
時
半
～
４
時
。
木
幡
公
民
館
。

月
８
百
ほ
駒
田
さ
ん
（
四
3
1
・

ｐ
ｎ
）
ｎ
Ｕ
Ｉ
Ｑ
ｕ
）
ｏ

◆
ボ
ー
ル
ペ
ン
習
字
サ
ー
ク
ル

・
苑
　
第
１
・
３
水
曜
、
午
前

1
0
時
～
正
午
。
椙
島
コ
ミ
セ
ン
。

月
２
千
５
百
円
。
松
江
さ
ん

（
0
2
3
・
8
4
5
0
）
。

◆
の
ぼ
り
児
童
館
・
乳
幼
児
サ

ー
ク
ル
　
Ｏ
歳
～
就
園
前
の
子

と
親
。
班
ご
と
に
曜
日
を
設
定
。

午
前
1
0
時
～
1
1
時
半
。
月
３
百

円
。
の
ぼ
り
児
童
館
（
0
3
3
・

ｏ
ｏ
ｃ
ｏ
ｃ
~
i
n
）
°

◆
は
つ
ら
つ
マ
マ
さ
ん
エ
ア
ロ

　
第
１
・
２
・
３
火
曜
、
午
後

２
時
～
３
時
半
。
小
倉
公
民
館
。

月
２
干
ｍ
Ｑ
井
上
さ
ん
（
四
2
0
・

Ｑ
乙
０
り
Ｑ
乙
１
）
ｏ

◆
親
子
音
楽
リ
ト
ミ
ッ
ク
サ
ー

ク
ル
・
め
ば
え
　
１
歳
児
コ
ー

ス
＝
第
１
火
曜
、
２
～
３
歳
児

コ
ー
ス
＝
第
４
火
曜
、
午
前
1
0

時
～
1
1
時
。
宇
治
公
民
館
。
―

回
５
百
円
。
古
川
さ
ん
（
四
2
3
・

a
3
C
T
l
<
N
I
L
o
）
°
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催
し

◆
出
張
将
棋
「
と
金
会
」
例
会

　
３
月
1
1
日
出
・
４
月
８
日
出
、

午
前
９
時
～
午
後
５
時
。
南
宇

治
コ
ミ
セ
ン
。
年
千
円
。
西
村

さ
ん
（
0
2
2
・
8
3
3
1
）
。

◆
ｕ
ｓ
Ｋ
（
宇
治
市
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
サ
ー
ク
ル
協
議
会
）

発
表
大
会
　
３
月
1
3
日
囲
、
午

前
1
0
時
～
午
後
３
時
。
総
合
福

祉
会
館
。
無
料
。
社
会
福
祉
協

議
会
（
0
2
2
・
5
6
5
0
）
。

◆
乳
幼
児
を
持
つ
母
の
集
ま
り

　
３
月
1
4
日
固
、
午
前
1
0
時
～

午
後
１
吟
南
宇
治
コ
ミ
セ
ン
。

２
百
円
（
託
児
費
百
5
0
円
）
。

大
庭
さ
ん
（
容
９
９
一
・
〇
４
４
１
）
。

◆
音
楽
リ
ト
ミ
ッ
ク
ば
れ
っ
と

　
３
月
1
6
日
内
、
午
前
1
1
時
～

正
午
。
東
宇
治
コ
ミ
セ
ン
。
無

料
。
三
歳
児
と
保
護
者
、
先
着

1
0
組
。
新
谷
さ
ん
（
a
3
2
・
4

7
4
4
）
。

◆
ぼ
け
っ
と
広
場
・
宇
治
子
育

て
を
楽
し
む
会
　
３
月
1
6
日
俐

～
1
9
日
向
。
午
前
1
0
時
～
午
後

３
時
半
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

無
料
。
迫
さ
ん
（
a
4
4
・
5
2

7
8
）
。

◆
日
本
手
ぬ
ぐ
い
展
（
観
光
・

芸
術
な
ど
の
手
ぬ
ぐ
い
約
百
枚

展
示
）
　
　
３
月
2
3
日
田
～
2
8
日

倒
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
無

料
。
吉
村
さ
ん
（
a
3
1
・
8
9

4
7
）
。

◆
難
病
患
者
・
家
族
交
流
会

３
月
2
6
日
㈲
、
午
前
1
1
時
～
午

後
４
時
。
東
宇
治
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
。
千
５
百
円
。
石
井
さ

ん
（
0
2
0
・
9
8
0
1
）
。

◆
市
民
歩
こ
う
会
　
３
月
1
9
日

㈲
、
午
前
８
時
1
5
分
に
Ｊ
Ｒ
宇

治
駅
前
集
合
（
雨
天
時
は
2
6
日

向
）
。
月
ケ
瀬
方
面
。
約
1
4
キ

ロ
　
（
一
般
向
き
）
。
２
百
円
。

田
中
さ
ん
（
0
2
4
・
6
3
3
5
）
。

◆
市
民
混
声
合
唱
団
定
期
演
奏

会
　
３
月
2
0
日
㈲
、
午
後
２
時
。

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
。
入

交差点
毎月11日号

みなさんと

作るぺージ
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